建設中のハルビン西駅

ハルビン西駅は重要な近代的鉄道交通拠点として、2009年より着工し、今後ハルビン市の南の交通ゲートとなる。西駅は18ホームと22線路あり、駅の総合ビル建築面積は7万平方メートルである。西駅の両側に東広場と西広場が設けられ、バスやタクシーの停留場と長距離バスセンターなどを設置する予定である。西駅は今のハルビン駅から8キロ、ハルビン空港より25キロの所にある。
　ハルビン西駅は鉄道、地下鉄、長距離バスなど複合的な交通拠点として建設され、2020年には旅客の取扱量は2000万人次以上になると期待されている。今後はハルビン鉄道による旅客取扱量の50％を負担し、黒龍江省の重要な鉄道交通拠点になる。
　ハルビン西駅では今年7月1日にハルビンー大連間の高速列車(時速350キロ)を開通し、10月1日に高速列車、快速列車を全面開通し、正式に運営を始める予定である。今後はハルビンから大連までの時間は高速列車で約4時間に、ハルビンから北京までは約5時間に短縮され、便利さの向上と共に、大幅な時間短縮が実現する。
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 ※ ハルビン西駅の設計図
                               （黒龍江省ニュースネットが伝えた）
